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大勝軒と大江戸温泉物語が初コラボ!! 
2013年1月11日（金） 午前11時 
『大勝軒大江戸温泉お台場店』開店 

 
  

 
2013年 1月吉日 

株式会社大勝軒 東池袋本店 
大江戸温泉物語株式会社 

  

 東京･お台場 日本最大級の温泉テーマパーク「大江戸温泉物語」（〒135-0064 東京都江東区青海2-6-3）と、 
日本を代表するラーメンの名店として多くのお客様に支持される「東池袋大勝軒」（〒171-0022東京都豊島区 
南池袋2-42-8）は「大江戸温泉物語」施設内に新業態の店舗「大勝軒大江戸温泉お台場店」を出店する。 
  
 これまで「大江戸温泉物語」は日本初の温泉テーマパークとして「癒し・美・健康・そしてグルメをはじめとする
様々なエンターテイメント」を提供してきました。一方、「東池袋大勝軒」はつけ麺（もりそば）発祥のラーメン店
として、日々長蛇の列ができるラーメン店として著名。ともに、強烈なオリジナリティを持ち、かつ多くの方々に支
持を得ている両者が、2013年初頭に初コラボレーションし、新業態店舗「大勝軒大江戸温泉お台場店」として誕生
いたします。 
 
 ブランドを確立した飲食店が暖簾分けではなく、著名テーマパークに新業態として出店することは非常に稀有な例
であり、今回の大江戸温泉物語と東池袋大勝軒のコラボレーションに対し、多くの皆様にご期待いただきたいと願い
ます。 
  
 
「大勝軒大江戸温泉お台場店」お台場店  
〒135-0064 東京都江東区青海2-6-3 TEL：03-5500-1126 
開店日時：2013年1月11日（金） 午前11時00分～ 
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■東池袋大勝軒 
 かつて新たなもの（つけ麺/もりそば）を生み出したように、現在の地位に甘んずることなく、テーマパー
クへの出店という新たな試みに乗り出す。これにより、従来のラーメン店の顧客であった男性に加え、新し
い顧客（女性客・外国人客）を大胆に取り込むことで、ラーメン界に一石を投ずる。 
 
■大江戸温泉物語 
 単にテーマパーク内に食を供する飲食店を設置するという段階から、新ステージに一歩踏み出す。すなわ
ち、入浴を来館の主目的としつつも、名店を招致することで、「あの味を食してみたい」という新たな来館
の副次目的を顧客に提供する。 
 

 
■東池袋大勝軒 
「東京お台場大江戸温泉物語」さまへの入居は、弊店にとって大きな喜びです。 
路面店出店でなく、テーマパークへの出店を決断した理由のひとつは、女性客への取り組みです。リラック
スした浴衣姿となられた女性客の皆さまに、「東池袋大勝軒」の味を是非ご堪能いただきたいと願っており
ます。 
 また、「東京お台場大江戸温泉物語」さまにジャパネスクの体感を求めてご来館いただいた外国人観光客
の皆さまにも、日本体験のひとつとして弊店の味をお試しいただきたいとも願っております。もちろんこれ
まで多くのご支持をいただいた男性客の皆さまにも、ゆったりした雰囲気で、弊店のラーメンを味わってい
ただくのも一興と思っております。 
 今回の大江戸温泉物語さまへの出店で、より多様なお客さまに出会えることを楽しみとも励みともし、こ
れまで以上に精進いたします。 
 
■大江戸温泉物語 
 この度は、ラーメン界の雄「東池袋大勝軒」さまのご出店ありがとうございます。国民食として関心の高
いラーメンの名店が、一般のテーマパーク内に出店する例は、今回が初めてと聞き及んでいます。その意味
で、このご出店は、「東池袋大勝軒」さまにとりましても弊社にとりましても、勇気あるチャレンジとなり
ます。また弊社といたしましては、ご来館のお客様にどれだけ喜んでいただけるものを提供できるか、とい
う弊社の取り組みが、今回の大勝軒さまのご入店として結実したものと考えております。 

 

《出店戦略》 

《公式コメント》 

当リリースに関する取材およびお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
  
大江戸温泉物語株式会社  
電話：03-3568-4126 
Mail：sugiyama-kunio@oom.jp 
担当：販売促進部 杉山 邦雄（スギヤマ クニオ）・郷司 尚良 (ゴウジ ヒサヨシ) 
 
株式会社大勝軒 東池袋本店 
電話：03-3981-9364 
Mail：mail@tai-sho-ken.com 
担当：岩崎 裕（イワサキ ユウ） 
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《予定提供メニュー》 


